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ご注意 

•本製品の仕様および価格は、製品の改良等により予告なしに変更する場合があります。 

•このマニュアルの著作権は、エレコム株式会社が所有しています。 

•このマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製/転載することを禁止させていただきます。 

•このマニュアルの内容に関しては、製品の改良のため予告なしに変更する場合があります。 

•このマニュアルの内容に関しましては、万全を期しておりますが、万一ご不審な点がございましたら、 
弊社ラニード•サボートセンターまでご連絡ください。 

•本製品のうち、戦略物資または役務に該当するものの輸出にあたっては、外国為替法に基づく輸出また 
は役務取引許可が必要です。 

•本製品は日本国内での使用を前提に製造されています。日本国外での使用による結果について弊社は一 
切の責任を負いません。また、本製品について海外での保守、サボートはおこなっておりません。 

•エレコム、 ELECOM 、 Laneed はエレコム株式会社の登録商標です。 

• Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標です。そのほか、この マニュアルに 掲 
載されている商品名/社名などは、一般に各社の商標ならびに登録商標です。本文中における®および TM 
は省略させていただきました。 


プロードバンドルータ 

LD-BBR4M2 

LD-BBR4L2 

User's Manual 

ユーザーズマニュアル 


■ はじめに ■ 


この度は、弊社ラニードのブロードバンドルータシリーズをお買い上げいただき誠にありが 
とうございます。このマニュアルにはブロードバンドルータ "LD-BBR4M2" および" LD- 
BBR4L2" をコンピュータに導入するにあたっての手順が説明されています。また、お客様が 
"LD-BBR4M2" および" LD-BBR4L2" を安全に扱っていただくための注意事項が記載されて 
います。導入作業を始める前に、必ずこのマニュアルをお読みになり、安全に導入作業をお 
こなって製品を使用するようにしてください。なお、このマニュアルでは、一部の表記を除 
いて" LD-BBR4M2" および" LD-BBR4L2" を合わせて「本製品」と表記しています。 


このマニュアルは、製品の導入後も大切に保管しておいてください。 


•このマニュアルで使われている記号 


言己号 

意 味 


注!意, 


作業上および操作上で特に注意していただきたいことを説明しています。この注意事項を 
守らないと、けがや故障、火災などの原因になることがあります。注意してください。 


MEMO 


説明の補足事項や知っておくと便利なことを説明しています。 

| Esc || A | 

キーボード上のキーを表わします。 
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I 安全にお使いいただ < ために 

けがや故障、火災などを防ぐために、ここで説明している注意事項を必ずお読みください。 


- 

この表示の注意事項を守らないと、火災 • 感電などによる死亡や大 
けがなど人身事故の原因になります。 

A 注意 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけ 
がをしたり、他の機器に損害を与えたりすることがあります。 


A« ° 


〇 小さな子供のいるそばで、取り付け取りはずしの作業をおこなわないでください。 
また、子供のそばに工具や部品を置かないようにしてください。 

けがや感電をしたり、部品を飲み込んだりする危険性があります。 

〇 本製品の取り付け、取りはずしのときは、必ずコンピュータ本体および周辺機器 
メーカーの注意事項に従ってください。 

® 本製品の分解、改造、修理をご自分でおこなわないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外となります。 

本製品から煙やへんな臭いがしたときは、直ちに AC コンセントから AC アダプタ 
を抜いてください。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 

本製品に水などの液体や異物が入った場合は、直ちに AC コンセントから AC アダ 
プタを抜いてください。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 

/〇\ 本製品を水を使う場所や湿気の多いところで使用しないでください。 

vt-5/ 火災や感電、故障の原因になります。 
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安全にお使いいただくために 


注意 


❶ 


本製品の取り付け、取りはずしのときは慎重に作業をおこなってください。 

強引な着脱は、機器の故障や、けがの原因になります。 

本製品を次のようなところで使用しないでください。 

•高温または多湿なところ、結露を起こすようなところ 
-直射日光のあたるところ 

•平坦でないところ、土台が安定していないところ、振動の発生するところ 
•静電気の発生するところ、火気の周辺 




長期間、本製品を使用しないときは、 AC アダプタを抜いておいてください。 
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導入の手順フロー 






回線事業者やプ□バイダなどとの契約を済ませておきます。 
ADSL/CATV/FTTH 回線用モデムの接続準備を完了しておきます。 


パッケージの内容を確認します。 岭 P 6 


作業の前に注意事項をお読みください。 + P 2 


本製品とモデム/コンピュータなどを接続します。 岭 P 15 


本製品に接続するコンピュータのネットワーク設定を確認します。 + P 18 


本製品の基本的な内容を設定します。 _ P 27 


インタ—ネットに接続してみます。 峰 P 34 


必要に応じてオプション機能を設定します。 + P 35 


•導入後はユーザ登録 (岭 P 7 参照)をぉこな つてください。 


1. パッケージの内容を確認する……6 


2. 製品の保証とユーザ登録 . 7 

3. 本製品の概要について . 8 
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各部の名称とはたらき . 10 
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8. 設定画面のリファレンス . 
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管理者設定 . 

基本設定 . 

DHCP サーバ . 

ポートフォワーディング . 
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その他の項目 . 
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"18 

Windows XP での設定 . 
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Windows Me/98 での設定… 

..22 
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"27 

設定ユーテイリテイを表示する 
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基本設定をおこなう . 
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パッケージの内容を確認する 

本製品のパッケージには、次のものが入っています。作業を始める前に、すべて 
が揃っているかを確かめてください。なお、梱包には万全を期しておりますが、 
万一不足品、破損品などがありましたら、すぐにお買い上げの販売店または弊社 
ラニ_ド • ブロードバンドルータ専用サボートまでご連絡ください。 


•ブ□ードバンドルータ 
"LD-BBR4M2" または" LD-BBR4L2" 
いずれか1台 





• AC アダプタ1個 

本製品専用のアダプタです。 



• CD - ROM ディスク1枚 



•ユーザーズマニュアル1冊 

(このマニュアルです） 



•ユーザ登録カード1枚 •保証書1枚 




製品の保証とユーザ登録 


■ 




製品の保証とサービス 

本製品は、保証書が付いています。内容をお確かめの上、大切に保管してください。 


•保証期間 

保証期間はお買い上げの日より1年間です。保証期間を過ぎての修理は有料にな 
ります。詳細については保証書をご覧ください。保証期間中のサービスについて 
のご相談は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 


•保証範囲 

次のような場合は、弊社は保証の責任を負いかねますので、ご注意ください。 

-弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障 
-本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損 
•本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、間接的なシステ 
ム、機器およびその他の異常 

•修理の依頼 

58ページ「修理の依頼」をお読みください。 


•その他のご質問などに関して 

58ページ「11.サボートサービスについて」をお読みください。 


ューザ登録 

製品の導入が完了したらユーザ登録をおこなってください。お客様のユーザ登録 
は、インターネットからのオンライン登録または付属の八ガキで登録することが 
できます。 

•オンラインでの登録(弊社ホームページから登録が可能です） 

トップページ左にある「ユーザ登録」からアクセスしてください。 

ホームページアドレス： http :// www . elecom . co.jp 
•付属の ユーザ 登録 カー ドでの登録 

必要事項をご記入の上、ご投函ください。品番とシリアル•ナンバーは控えてお 
いてください。裏面のアンケートにもお答えください。ご意見は、今後の製品開 
発などに役立てていきます。 























































本製品の概要 I 


こついて 




本製品の特長 


癱接続する回線の速度に合わせて選べる2つのモデルをご用意 

B フレッツなどの1 OOMbps サービスにも対応する高スループットモデルの 
"LD-BBR4M2" と B フレッツ1 0Mbps サービスや ADSL 8Mbps サービス、 
CATV サービスに適したスタンダードモデルの" LD-BBR4L2" の2つのモデルを 
ご用意しました。いずれの製品も WAN ポートは10/1 00 Mbps に対応し、 
10Mbps を超えるようなサービスにも安心してご利用いただけます。 


• UPnP に対応 、 Windows Messenger などを楽しめます 

UPnP(Universal Plug and Play) に対応しています。 Windows Messenger 
などの UPnP 対応ソフトを使用する場合に、設定ユーティリティで特別な設定を 
しなくても、音声チャット、ビデオチャット、インスタントメッセージなどを楽 
しむことがでぎます。 

※□「□卩ソフトの種類、接続環境などにより、使用できる機能に制限がある場合があります。 

•4 ポートのスイッチング HUB 機能を搭載 

有線 LAN 用に1 0BASE-T 、 100 BASE-TX 対応のスイッチング HUB を4ポ_卜 
搭載しています。無線 LAN とは別に最大4台までの有線ネットワーク機器を接続 
することができます。また、1 00BASE-TX 対応なので有線 LAN 部分では、より 
高速なデータ転送を実現できます。 

• LAN 上でプリンタを共有できるプリントサーメ(機能を搭載 

ネットワーク上の各コンピュータから本製品に接続したプリンタへ自由に印刷す 
ることができます。 Microsoft ネットワーク共有サービスのプリンタ共有のよう 
に、プリンタを接続したコンピュータを起動しておく必要はありません。専用ド 
ライパをインスI-ールすれば、あとはプリンタポートと IP アドレスを設定するだ 
けの簡単設定です。 


• PPPoE に対応 

PPPoE(PPP over Ethernet) に対応していますので、 PPPoE による認証が必 
要なインターネット • サービス • プ□バイダに接続する場合でも自動的に接続で 
ぎます。 
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3. 本製品の概要について 


•プ□バイダと1契約で複数のパソコンからアクセス可能 

NAT/IP マスカレード機能により、グローバル IP アドレスを□—カル IP アドレス 
に自動的に変換します。これにより、ひとつのグローバル IP アドレスで複数のパ 
ソコンからインターネットへの同時アクセスができるようになります。プ□バイ 
ダとは1契約だけでかまいません。 


籲 TCP / IP プロトコルなら Windows マシン以外でもインターネットへ 
接続可能 

Windows マシンに限らず、 Macintosh、Linux などの 0S からでも TCP/IP プロ 
トコルが設定できる 0S であれば、本製品を経由してインターネットに接続する 
ことがでぎます。 

•わずらわしい設定が不要な DHCP サーノ (機能を搭載 

DHCP サーバ機能により、各クライアントに□—カル IP アドレスを自動的に割り 
当てることができます。 

• Web ブラウザ対応の設定ユーティリティによる簡単設定 

専用ソフトを必要とせず、パソコンのブラウザから Web 設定ユーティリティにア 
クセスすることで各種設定ができます。 

•ネットワーク対戦ゲームなども利用可能 

LAN の IP アドレスを固定する静的 IP マスカレードに対応しています。固定 IP アド 
レスが必要な対戦ゲームなどを楽しむことができます。 

※一部のアプリケーシヨンで対応しないものがあります。 

•各種セキュリティ機能を搭載 

NAT/IP マスカレード機能により、通常は WAN 側から LAN 側のコンピュータに 
アクセスすることはできません。また、 IP アドレスおよびポ_卜によるパケット 
フィルタリングが可能です。 

•ノ (ーチャルサーノ (機能に対応 

通常では WAN 側(インターネット側)から LAN 側のコンピュータにアクセスでき 
ませんが、バーチャルサーバ機能を利用すると、□一カルネットワークにある特 
定のパソコンだけにインターネットからのアクセスを許可することができます。 
これにより、特定のパソコンをサーバマシンとして使用することもできます。 


•ファームウエアのアツプデー トが簡単 

設定ユーテイリテイから簡単にフ アームウェ アのアツプデートができます。 
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3. 本製品の概要について 


本製品の動作環境 


本製品は TCP/IP プロトコルを利用できるコンピュータおよび 0S で使用できま 
す。ただし、弊社でサボートしている動作環境は次のとおりです。また、プリン 
トサーバ機能は次の 0S にのみ対応しております。 


対応機種 

PC / AT 互換機 ( DOS / V)、NEC PC 98- NX シ U — ズ 

サボート OS 

Windows XP , Windows Me , Windows 98, Windows 95, 
Windows 2000, Windows NT 4.0, 

Mac OS 8 以降 

プリン トサーバ 
機能対応 OS 

Windows XP , Windows Me , Windows 98, 

Windows 2000, Windows NT 4.0 

対応プリンタ 

セント□ニクス 36 ピンのプリンタポートを持つ製品 


※プリントサーバ機能はプリンタの種類によって対応 0 S でご使用の場合でも動作しないもの 
があります。 

最新の動作環境については、弊社ホームページ ( http :// www . elecom . co . jp ) をご覧くだ 
さい0 


各部の名称とはたらき 


■正面 

• LD - BBR 4 M 2 


1 RESET 

L __ r 

^bbbbb , ^ 

^ 一 

① 

• LD - BBR 4 

.し2 

-1 厂 

② 

1 RESET 

=-^ 


① ② 
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3. 本製品の概要について 


① RESET 

本製品を工場出荷時の状態にリセットします。リセットの手順は下記を参照して 
ください。 


② LED ランプ 


Link/Act 

LAN 1 〜 4 

各 LAN ポートのリンク状態などを表示します。コンピュー 
夕の LAN ポートとの間で正常にリンクが確立しているとき 
に点灯します。また、データの送受信時は点滅します。 

WAN 

WAN (インターネット)側に接続されたモデムなどリンクが 
確立しているときに点灯します。また、データの送受信時 
は点滅します。 

10/100 M 

LAN 1 〜 4 

各 LAN ポートに接続しているコンピュータとの伝送速度を 
表示します。点灯しているときは、 100 Mbps 環境で接続 
されています。消灯しているときは、 10 Mbps 環境で接続 
しています。 

WAN 

WAN ポートの伝送速度を表示します。点灯しているときは 

1 00 Mbps 環境で接続されています。消灯しているときは、 

1 0 Mbps 環境で接続しています。 

P 0 WER ( LD - BBR 4 M 2) 

本製品の電源が入っているときに点灯します。 

Ml 

本製品が正常に動作している場合は 1 秒間隔で点滅します。 
異常があると点滅/点灯状態が変化します。 

M 2( LD - BBR 4 L 2) 

WAN 側から IP アドレスを取得するときに点滅します。 IP ア 
ドレスを取得した後は点灯になります。 WAN 側の IP アドレ 
スが取得できないときは消灯しています。 



リセットの手順 

① 本製品の電源を切っておきます。 

② シャープペンシ>1レの先などでリセットボタンを押しながら、本製品の電源ジャッ 
クに DC プラグを差し込んで電源を入れます。 

③ リセットボタンからペン先などを離します。 Ml ランプが高速で点滅します。 

④ LD-BBR4M2 の場合は、すぐにイニシャライズが始まります。 

LD-BBR4L2 の場合は、いったん本製品の電源ジャックから DC プラグを抜い 
たあと、もう一度差し込むと、イニシャライズが始まります。 

⑤ しばらくすると Ml ランプだけが1秒間隔で点滅するようになり、リセットが完 
了します。 
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3. 本製品の概要について 


■背面 ( LD - BBR 4 M 2, LD - BBR 4 L 2 共通) 



① 


② 


③ 


④ 


① 

DC ジャック 

本製品に付属の AC アダプタの電源プラグを差し込みます。本製 
品に付属の AC アダプタ以外は絶対に使用しないでください。 

② 

プリンタポート 

本製品のプリントサーバ機能を使用する場合、プリンタを接続 
します。接続できるプリンタはセント□ニクス36ピンに対応し 
たプリンタです。 

③ 

WAN ポート 

CATV / ADSL / FTTH などのモデムと接続します。 

④ 

LAN ポート 

コンピュータなどのネットワーク機器と接続します。 
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| j 作業の前にお読みください 


■ 




本製品でインターネットを楽しむ場合は、以下の準備が完了していることを確認 
してから接続作業を始めてください。 


回線事業者/インターネツトサービス•プロバイダ(旧 p ) との契約 


•回線工事は完了していますか？ 

ADSL/CATV/FTTH など各回線の回線事業者との契約は完了していますか。ま 
た、屋内までの配線工事は完了していることを確認してください。 

癱回線事業者/プ□バイダと契約は完了していますか？ 

ADSL 接続サービスでは、フレッツ ADSL のように回線事業者とは別にプ□バイ 
ダとの契約が別途必要な場合があります。このような場合は、契約した回線事業 
者で利用可能なプ□バイダと ADSL 接続での契約をする必要があります。この契 
約が完了していないと回線が接続されていてもインターネットへアクセスするこ 
とはできません。 

•モデムなどの機器は準備できていますか？ 

ADSL/CATV/FTTH などのモデムと本製品を接続する必要があります。モデム 
を別途購入されるように契約している場合は、対応モデムをご用意いただく必要 
があります。 

•バソコン側の必要な機器は準備できていますか？ 

本製品と接続するネットワーク機器にはイーサネットポートが搭載されている必 
要があります。コンピュータ本体などに内蔵されていない場合は、別途イーサ 
ネットアダプタなどをセットアップしてください。各機器のセットアップ方法は 
それぞれのマニュアルをお読みください。 

•必要なケーブルをご用意ください 

ご使用の環境に合わせて、必要なケーブルをご用意ください。 

• モデム〜本製品間でストレートのイーサネットケーブルが1本必要です。 

• 本製品の LAN ポートと接続するネットワーク機器の台数に合わせてイーサネッ 
トケーブルが必要です。1 OMbps 環境で接続する場合は、カテゴリ_3以上の 
ケーブルをご用意ください。 100Mbps の場合は、カテゴリ_5以上のケーブ 
ルをご用意ください。 


13 




































4. 作業の前にお読みください 


設定に必要な情報の準備 


本製品を設定するには、回線事業者/プ□バイダから提供された情報が記載され 
た資料を準備しておいてください。 


籲一般的な情報の例 


名称※ 

内 容 

IP アドレス 

インターネットに接続するためのグローバル IP アドレスで 
す。 IP アドレスを固定的に割り当てる場合に必要です。イン 
ターネットに接続したときにプ□バイダが自動的に割り当て 
る場合は不要です。 

サブネットマスク 

IP アドレスを固定的に割り当てる場合に必要です。 

デフオルトゲートウェイ 

IP アドレスを固定的に割り当てる場合に必要です。 

DNS ”_ バアドレス 

ご利用になるサービスによって必要な場合があります。ブラ 
イマリとセカンダリの2種類があります。 

ドメイン名 

ご利用になるサービスによっては、設定が必要な場合があり 
ます。 

ユーザ名/パスワード 

PPPoE で接続する場合に必要です。 

サービス名 

PPPoE で接続する場合に必要なことがあります。 


※これらの情報の名称は回線事業者/プ□パイダによって異なります。 



MAC アドレスについて 

本製品の本体の裏面に WAN 側の MAC アドレスが記載されています。また、「管 
理者設定 (36 ページ参照)」で WAN 側の MAC アドレスを確認できるほか、 LAN 側 
の MAC アドレスを WAN 側の MAC アドレスとして複製することができます。 
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本製品を接続する 


■ 




本製品の接続方法について説明します。プリンタについては、ブロードバンド 
ルータが正常に動作していることを確認してから接続してください。接続方法に 
ついては、49ページ「9.プリントサーバ機能を利用する」をお読みください。 
なおここでは、 ADSL/CATV/FTTH など各回線のモデムを総称して「モデム」 
と表記しています。 


癱本製品を使った一般的な構成例 



プリンタ 



すべての機器の電源が切れていることを確認します。 

W \ すでに設置が完了しているモデムのイーサネットポートと本製品の WAN ポート 
をイーサネットケーブルで接続します。 


各回線へ 


丑 


モデム 


イーサネットポート 


本製品 


WAN ポート 


ィ-サネッ 1 トケ-ブル 


※ ADSL モデムの場合、 ADSL 回線にアナログ電話機と分岐するためのスプリッタが接続さ 
れている場合があります。 
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5. 本製品を接続する 


WM ご使用になる環境に合わせて、本製品の LAN ポートとコンピュータなどのネット 
ワーク機器をイーサネットケーブルで接続します。 


各回線へ 



最大4台のネットワーク機器を直接接続できます。本製品のイーサネットポー 
卜には伝送速度が1 OMbps または1 OOMbps の機器を接続できます。伝送速度 
は自動的に判別します。 


MEMO 


本製品を他の HUB と接続する場合は •• • 

本製品はアップリンクポートがありませんので、クロスケーブルを使って他の 
H U B とデイジチェーン接続してください。 


WM 本製品に付属の AC アダプタを AC コンセントに差し込み、電源プラグを本製品の 
DC ジャックに差し込みます。 


AC アダプタ 
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5. 本製品を接続する 


B 1 モデムと本製品の電源が入った状態で、本製品の前面パネルにある WAN ランプ 
が点灯していることを確認します。また、 Ml ランプが1秒間隔で点滅しているこ 
とを確認します。 



WAN ランプが点灯していない場合は •• • 

本製品とのリンクを示す LED ランプがモデム側でも点灯していない場合は、次の 
ことを確認してください。 

① イーサネットケーブルのコネクタがしっかりと差し込まれているかを確認して 
ください。 

② モデムに MDI-X スイッチ(結線のストレートとクロス接続を切り替えるスイッ 
チ)を切り替えて点灯するかどうか確認してください。点灯した場合はそのまま 
の設定にしてください。 

Ml ランプが1秒間隔で点滅していない場合は ••• 

常時点灯していたり、不規則な点滅をしている場合は、本製品をリセットしてく 
ださい。リセットの方法は11ページの 「MEMO」 をお読みください。 


Q 本製品に接続したコンピュータの電源が入った状態で、本製品の前面パネルにあ 
る各 LAN ポートの Link / Act ランプが点灯しているかを確認します。 


それぞれのランプが正常に点灯していれば接続は完了です。各コンピュータの設 
定の確認に進んでください。 
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コンピュータ側の設定を確認する 

LujjbbU 


本製品を経由してインターネットに接続する場合は、各コンピュータに対して 
TCP / IP プ□トコルに関する設定が必要になります。ここでは、 TCP / IP プ□トコ 
ルの設定を確認する方法を説明します。すでに TCP / IP の設定が完了している場 
合は、27ページ「7■インターネットへ接続する」へ進みます。 


MEMO 


本製品を経由したインターネットへの接続については、 TCP / IP プロトコルを使 
用できるコンピュータであれば OS を問わず本製品を利用してインターネットに 
接続することができます。 

※プリントサーバ機能は Windows XP / Me /98/2000 /NT 4.◦だけに対応します。 


Windows XP での設定 


Windows XP での TCP / IP に関する設定について説明します。なお、画面例は 
Windows XP Home Edition を使用しています。 


LAN アダプタの動作を確認する 

各コンピュータの LAN アダプタが正常に動作しているかを確認します。 


[スタート]—[コント□ールパネル]を選択します。〈コント□ールパネル〉画面の 
「作業する分野を選びます」にある「プリンタとその他の八ードウエア」をク 
リックします。 


WM 〈プリンタとその他の八ードウエア〉画面の左フレームの「関連項目」にある 
「システム」をクリックします。 



6. コンピュータ側の設定を確認する 


K ] ぐンステムのプ□パティ〉画面の【ハードウェア】タブを選択し、[デバイスマネー 
ジヤ]の I デバイスマネージャ I ボタンをクリックします。 



W\ 〈デバイスマネージャ〉画面で、ネットワークアダプタが正常に動作しているこ 
とを確認します。 



-確認するノ 

実際に表示される名称は、ご使用に 
なつている メーカーの ネツトワーク 
アダプタ名になります。 


x や！マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作して 
いません。ネットワークアダプタのマニュアルをお読みになり、正常に動作す 
るように設定をやり直してください。 

〈デバイスマネージャ〉画面を閉じるには、0をクリックします。 


151 続いて、次の 「 TCP / IP プロトコルを確認する」へ進みます。 


TCP / IP プロトコルを確認する 


Wm [スタート]—[コント□—ルパネル]を選択し、「ネットワークとインターネット接 
続」をクリックます。 


Wm 〈ネットワークとインターネット接続〉画面で r ネットワーク接続」をクリック 
します。 
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6. コンピュータ側の設定を確認する 


〇 



「□一カルエリア接続」を選択し、[ファイル]4[プ□パティ]を選択します。 


ファイルメニューを開いて、 
[プロパティ]を選択 


i 択する 


• 〈□一カルエリア接続のプ□パティ〉画面が表示されます。 


WM -覧に tcp / ip プ□トコルが登録されて、有効になっていることを確認します。 


この接筏は〉欠の項目を使用します (Q): 

0 ^Microsoft ネツトワーク用クライアント！ 

0 g Microsoft ネ9トワ-ク用ファイルとブリン$共有 

.. №1卜ぶ'ラ. . 

[ 0 TT インネットプロトコル (TCP/IP) | ^- 

Iインストル脱. ] 


• 無効□になっている場合は、□をクリックして有効0にしてください。 


確認するノ 



•ご使用の環境により実際に一覧に表示されるイーサネットアダプタの名称や 
コンポーネントの内容は、この画面例とは異なります。 

•アダプタがひとつしかない場合は、「 TCP / IP 」とだけ表示されます。ダイヤル 
アップアダプタなどがあるため、アダプタ名が複数ある場合は、 「 TCP / IP -> 
(アダプタ名)」というように表示されます。（アダプタ名)に、ご使用中のイー 
サネットアダプタのアダプタ名が表示された「 TCP / IP 」プ□トコルがあるこ 
とを確認してください。 


B 3 続いて、次の 「 ip アドレスの設定を確認する」へ進みます。 
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6. コンピュータ側の設定を確認する 


■ P アドレスの設定を確認する 


〈□一カルエリア接続のプ□パティ〉画面を表示した状態で、そのまま IP アドレ 
スの設定を確認します。 


WM 【全般】タブの一覧で TCP / IP プロトコルを選択し、| プ□パテイ |ポタンをクリッ 
クします。 


この格樹お欠の項目を使用します炒 
0 ^TNWLink NetBIOS 

0 ■VNWLink IPX/SPX/NetBIOS 互換トランス术一トブロト]ル 



[ インストール⑽… ] RirrU: I プ□パティ® ♦ 


% 


■ J ック 


二を選択〕 


【全般】タブにある 「 IP アドレスを自動的に取得する」を選択し、 [0 K ] ポタン 
をクリックします。 



クリック J 
f ここを選択〕 


_^ク ij ツク^！ 



DHCP サーノ（一を使用しない場合 

IP アドレスを固定する必要がある場合など DHCP サーバーを使用しないときは、 
「次の IP アドレスを使う」を選択し、 「 IP アドレス」「サブネットマスク」を設定 
してください。必要に応じて、「デフォルトゲートウェイ」「優先 DNS サーバー」 
「代替 DNS サーバー」も設定してください。 
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6. コンピュータ側の設定を確認する 


Windows Me/98 での設定 


Windows Me /98 での TCP / IP に関する設定について説明します。なお、画面例 
は Windows Me を使用しています 。 Windows 98の画面と一部名称等が異なり 
ますが設定する内容については同じです。 


LAN アダプタの動作を確認する 

各コンピュータの LAN アダプタが正常に動作しているかを確認します。 


WM デスクトップ画面にある[マイコンピュータ]を右クリックし、メニューの中から 
[プ□パティ]をクリックします。 


[デバイスマネージャ]タブをクリックし、[ネットワークアダプタ]の！^をダブ 
ルクリックします。ネットワークアダプタの名称が表示されていることを確かめ 
ます。 


-確認する〕 

実際に表示される名称は、 
ご使用になっている 
メーカー のネツト ワーク 
アダプタ名になります。 


• x や！マークが表示されている場合、ネットワークアダプタは正常に動作して 
いません。ネットワークアダプタのマニュアルをお読みになり、正常に動作す 
るように設定をやり直してください。 

•ご使用の環境によっては「ダイヤルアップアダプタ」が表示されますが、これ 
は LAN アダプタではありません。必ず LAN アダプタが登録されていることを確 
認してください。 

• ぐンステ厶のプ□パティ〉画面を閉じるには、ボタンをクリックします。 


続いて、次の 「 TCP / IP プロトコルを確認する」へ進みます。 


システムのブ□パテイ 


全般デバイスマネ-ジ V |ハ-ドウェアブ□ファイル I パフォ-マンス I 
^種類刖に表示 a ? r 接続別に表示 ( q ) 


-U xj 


Eg システムデバイス 
田®ディスクドライブ 
由…曾ディスブレィァタ•ブタ 

. 

!取 Laneed LD-10/100AWS Fast Ethernet Adapter ■ 

. 

由..©ハ-ドディスウコント□づ 
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6. コンピュータ側の設定を確認する 


TCP / IP プロトコルを登録する 

利用するプロトコルとして TCP / IP が登録されていることを確認します。 


WM [スタート]—[設定]—[コントロールパネル]の順に選択し、コント 
□ールパネルにある「ネットワーク」をダブルクリックします。 



ネットワ-ク 


〈ネットワーク〉画面が表示されます。 

Windows Me でよく使うコント□—ルパネルだけが表示されている場合は、 
「すべてのコント□—ルパネルのオプションを表示する。」をクリックすると 
「ネットワーク」が表示されます。 


WM 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧に TCP / IP プロトコルが登録され 
ていることを確認します。 



※表爪内容については 
下記の「注意」参照 


確認する 


TCP / IP プロト]ル 


» 「 、•ご使用の環境により実際に一覧に表示されるイーサネットアダプタの名称や 
_ コンポーネントの内容は、この画面例とは異なります。 

•アダプタがひとつしかない場合は、「 TCP / IP 」とだけ表示されます。ダイヤル 
アップアダプタなどがあるため、アダプタ名が複数ある場合は、 「 TCP / IP -> 
(アダプタ名)」というように表示されます。（アダプタ名)に、ご使用中のイー 
サネットアダプタのアダプタ名が表示された「 TCP / IP 」プ□トコルがあるこ 
とを確認してください。 



TCP / IP が登録されていない場合は •• • 

① 【ネットワークの設定】タブを表示した状態で13111ボタンをクリックします。 

② 一覧から「プ□トコル」を選択し、 rwi ボタンをクリックします。 

③ 「製造元」で 「 Microsoft 」 を選択すると、プロトコルの一覧が表示されます。 

④ プ□トコルの一覧から、「 TCP / IP 」を選択し、 [ Ml ボタンをクリックします。 
「現在のネットワークコンポーネント」に TCP / IP プロトコルが追加されます。 
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6. コンピュータ側の設定を確認する 


ME, 


⑤ ネットワーク画面を閉じるときに 、 Windows CD - ROM を要求されることがあ 
ります。この場合は 、 Windows CD - ROM をドライブに挿入し、メッセージに 
従ってください。 

⑥ 再起動を促すメッセージが表示されますので、再起動します。 


■ P アドレスの設定を確認する 

〈ネットワーク〉画面を表示した状態で、そのまま IP アドレスの設定を確認します。 


「現在のネットワークコンポーネント」の一覧で TCP/IP プロトコルを選択し、 


Iプ □パティ] ポタンをクリックします。 



MEMO 


TCP/IP プロトコルが複数登録されている場合 

ダイヤルアップアダプタなどが登録されているため、複数の TCP / IP プロトコル 
が表示されていることがあります。このような場合は、本製品と接続している 
イーサネットアダプタ名称の TCP / IP を選択します。 


Wm 【 ip アドレス】タブを表示します。通常は tip アドレスを自動的に取得」を選択 
し、ボタンをクリックします。 




聲ク u ック〕 
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6. コンピュータ側の設定を確認する 



DHCP サーバを使用しない場合 

IP アドレスを固定する必要がある場合など DHCP サーバを使用しないときは、 
「 IP アドレスを指定」を選択し、 IP アドレスとサブネットマスクを設定してくだ 
さい0 


その他の OS での設定 


Windows 2000 /NT 4.0 などでの設定 


Windows 2000および Windows NT 4.0 でご使用になる場合は、 

① 各コンピュータの LAN アダプタが正常に動作していることを確認します。 

② サーバおよび各クライアントのネットワーク設定で TCP / IP プロトコルが設定 
されていることを確認します。また、本製品および各クライアントの IP アドレ 
スの設定がご使用になるネットワーク環境に適応した内容になっていることを 
確認してください。なお、本製品をクライアントとして使用する場合は、 
DHCP サーバ機能を「無効」にし、ご使用になるネットワーク環境に合わせて 
IP アドレスを割り当ててください。 

•設定画面の表示方法 

•Windows 2000では、[スタート] — [設定]—[ネットワークとダイヤルアップ 
接続]を選択し、「□一カルエリアの接続」をマウスで右クリックしてプ□パ 
ティを表示します。なお、表示名称は異なることがあります。 

• Windows NT 4.◦では、コントロールパネルの「ネットワーク」を選択します。 
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6. コンピュータ側の設定を確認する 


Mac OS での設定 


Mac OS では Mac OS X とそれ以前の OS で設定画面の表示方法がことなります。 
ご使用になる 0 S に合わせてお読みください。 


■Mac OS 8. x および 9. x の場合 

コント□—ルパネルにある「 TCP / IP 」を開き、[経由先]を 「 Ethernet 」 または 
「内蔵 Ethernet 」 に設定し、[設定方法]を 「 DHCP サーバを参照」に設定してく 
ださい。 



■Mac OS X の場合 

次の手順で設定してください。 


① [アップルメニュー] — [システム環境設定]を選択します。 

② ぐンステ厶環境設定〉画面で[ネットワーク]をクリックします。 

※ツールバーに[ネットワーク]が表示されていない場合は、[すべてを表示]をクリックします。 

③ [ネットワーク]の「設定」で「(内蔵) Ethernet 」 を選択します。 

④ [ TCP / IP ] タブの「設定」で 「 DHCP サーバを参照」を選択します。 

⑤ I 保存ボタンをクリックします。 


e o 


すべてを表示：ディスフレイサウンドネットワーク起動デイスう 


{オフシヨン） 

\ • 00:0a:27:7e:55:16 


•‘ appie.co.jp、earthhnk.net 



0変更できないようにするにはカギをクリックします， 
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| インターネツトへ接続する 


■PI 




インターネットに接続できるように基本的な設定をおこないます。ご契約された 
回線事業者/プ□バイダから提供された情報をご用意ください。設定が終われば 
インターネットに接続できるかをテストします。なお、説明の画面は LD - 
BBR 4 L 2 をイ吏用していますが、 LD - BBR 4 M 2 でも内容は同じです。 



すでにネットワークを使用している場合 

本製品の IP アドレスは初期値では「192.168.1.254」に設定されています。既 

存のネットワークが r 192.168 .1. xxxJ 以外のネットワークでは接続すること 

ができません。次のいずれかの方法で本製品が接続できるようにしてください。 

•既存のネットワークの IP アドレスを手動で設定している場合、問題がなければ 
本製品の DHCP サーバ機能をお使いになることをお勧めします。本製品の 
DHCP サーバ機能を使用する場合は、コンピュータ側の LAN アダプタの 
TCP / IP 設定を、 「 IP アドレスを自動的に取得」するように設定してください。 
設定方法は18ページ「6.コンピュータ側の設定をする」の TCP / IP 設定の説明 
をお読みください。 

•既存のネットワークの IP アドレスを本製品に割り当てたい場合は、 IP アドレス 
を n 92.168 .1.1 1」に設定したコンピュータで本製品に接続し、「基本設定」 
(30 〜32ページ手順¢3〜¢3参照)で IP アドレスを既存のネットワークに 
接続できるように変更してください。さらに本製品の01~1〇卩サ_ノ（機能を利用 
したくない場合は、 「 DHCP サーバ」 （38 ページ参照)を無効にしてください。 


設定ユーテイ U テイを表示する 


Internet Explorer などの Web ブラウザを起動します。 


WM ブラウザのアドレス入力欄に 「 http :// 192.168.1.254」と入力したあと、 
I Enter 」 キーを押します 0 



入力する 



• 1度アクセスして IP アドレスを変更している場合は、変更後の IP アドレスを入 
力します。 
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7. インターネットへ接続する 


WE 画面の左フレームにある「システムパスワード」に 「 admin 」 と入力し、 
_イ^ボタンをクリックします。 


ユーザ'-用 
メインメニュー 


ブロードバンドルータ 


システム状態 


残 1 」のリ'-ス時間 

$滅•ヮ:： IP7h ^ —— 

■•••1 < ^ C フネ.ゾ丨 T スフ 

瓣战:_啦 !?_)■ 


「ロヴィ>^- 


トトゥエイ 

f メインネームサーバ 


0.0.0.0 

0.0.0.0 


0 入力する j 


|ク U ック J 


-1度アクセスしてパスワードを変更している場合は、変更後のパスワードを入 
力します。 


] 不特定多数の人が利用するような環境では、第三者に設定を変更されないよう 
胃に、あとでパスワードを変更するようにしてください K 36 ページ参照)。 


基本設定をおこな i 


ご契約の回線事業者/プ□バイダによって接続タイプが異なります。回線事業者 
プ□バイダから提供された資料を見ながら設定してください。 


WM I 基本設定 I ポタンをクリヅクします。 


管理者用 

メインメニュー 

(R1.94d) 


システム状態丨 
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7.インターネットへ接続する 


K ] 「 wan の種類」を確認します。初期値は「動的 ip アドレス」です。他の接続夕 


イプの場合は I 変更]ポタンをクリックします。 



「動的 IP アドレス」とは、プ□バイダから特定の IP アドレスを割り当てられて 
いない接続タイプです。この場合、プ□バイダに接続するたびに IP アドレスが 
自動的に割り当てられます。 


籲ご契約のプ□バイダの接続タイプが「動的 IP アドレス」に当てはまる場合 

岭31ページ手順 0] へ進みます。 

籲その他の接続タイプの場合 

動的 IP アドレス以外に次の接続タイプがあります(詳しい説明は手順0の表 
中にあります)。 

• 静的 IP アドレス(固定 IP アドレス)での接続タイプ 
• PPPoE を利用する接続タイプ(フレツツ ADSL など） 

岭 gHI ボタンをクリックしたら、手順0へ進みます。 


WM [ mm ] ポタンをクリックした場合は、接続タイプを選択して rwi ポタンをク 
リックします。次ページの表を参考にして、それぞれの説明へ進んでください。 
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7. インターネットへ接続する 


接続タイプ 

内容 

説明ページ 

静的 

IP アドレス 

プ□バイダより固定 IP アドレス(特定の IP アドレ 
ス)が割り当てられている場合に選択します。 

このあとの手順 
¢0へ進みます。 

動的 

IP アドレス 

プ□バイダから固定 IP アドレスを割り当てられ 
ていない場合に選択します。この場合、プ□バ 
イダに接続するたびに IP アドレスが自動的に割 
り当てられます。 

31 ページの手順 
CQ へ進みます。 

PPP over 

Ethernet 

プ□バイダから接続手順に PPPoE を利用して接 
続するように指定されている場合に選択します。 
(例)フレッツ ADSL 

32 ページの手順 
CS へ進みます。 


¥9% 「静的 ip アドレス」を選択した場合の設定方法です。プ□バイダより提供された 
資料を参考に必要事項を入力します。すべての設定が終われば rwi ポタンを 
クリックし、33ページの手順〇へ進みます。 


管理者用 

メインメニュー 


基本設定 



| MAC アドレスフイ W リング 


► LAN IP アドレス 

1192.168 .1.254 

► 誦の種類 

S 的 IP アドレス 1 奴 1 

► WAN IP アドレス 

[202.-1 


► WAN サブネットマスク 

1255.2 

►叫 

► wan ゲートウェイ 

|202 in 


► ゴライマリ DNS 

|202. -1 

* .11 | 

► セカンダリ DNS 

|202 

,.12| 


陋^: 


I □灯ゥト| ! 


ク ij ック 


LAN IP アドレス 

本製品の IP アドレスです。本製品を接続するネットワークに 
すでに決まった IP アドレスがある場合にだけ変更します。 

WAN の種類 

現在選択中の WAN の種類(静的 IP アドレス)が表示されます。 

WAN IP アドレス 

プ□バイダより提供された固定の IP アドレスを入力します。 

WAN サブネットマスク 

プ□バイダより入力するように指示がある場合に提供された 
数値を入力します。 

WAN ゲートウェイ 

プライマリ DNS 

セカンダリ DNS 
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7 .インターネットへ接続する 


「動的 IP アドレス」を選択した場合の設定方法です。プロバイダより提供された 
資料を参考に必要事項を入力します。すべての設定が終われば rwi をクリツ 
クし、33ページの手順0へ進みます。 


オプション項目は、プ□バイダより設定の 
指示がある場合にだけ設定します。 



LAN IP アドレス 

本製品の IP アドレスです。本製品を接続するネットワークに 
すでに決まった IP アドレスがある場合にだけ変更します。 

WAN の種類 

現在選択中の WAN の種類(動的 IP アドレス)が表示されます。 

ホスト名(オプション） 

CATV 回線を利用するプ□バイダで必要な場合あります。プ 
□バイダからの指示がある場合に入力します。 

IP を常に更新 

通常は変更する必要はありません。□をクリックし0にする 
と、システムの再起動やリース時間切れで回線が切断された 
場合、インターネットを使用していないときでも自動的にプ 
□バイダに再接続します。 
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7. インターネットへ接続する 


CT 3 「PPP over Ethernet 」 を選択した場合の設定方法です。プ□バイダなどから 
提供された資料を参考に必要事項を入力します。すべての設定が終われば IW 1 
をクリックし、次ページの手順0へ進みます。 



このボタンをクリックするとオプシヨン設定が表示されます。 


► PPPoE サービス名 

_プシ a ン） 

► 割当てられた IP アドレス 

10.0 .0.0 Iw プション〉 


※オプションはプ□バイダより指示がある場合だけ入力します。 


LAN IP アドレス 

本製品の IP アドレスです。本製品を接続するネットワークに 
すでに決まった IP アドレスがある場合にだけ変更します。 

WAN の種類 

現在選択中の WAN の種類 (PPP over Ethernet ) が表示され 
ます。 

PPPoE アカウント 

プ□バイダより提供されたアカウントを入力します。 

PPPoE パスワード 

プ□ノ（イダより提供されたノくスワードを入力します。 

最大アイドル時間 

アイドル時間(インターネットにアクセスしていない時間)が 
設定した時間を超えると PPPoE セッションを切断します。 

「0」を入力するか「自動再接続」を有効にすると、アイドル 
時間に関係なく PPPoE セッションは接続されたままになり 
ます。「自動再接続」を有効にしている場合は、システムを再 
起動したり、回線が切断されたあとでも、自動的にプ□バイ 
ダに再接続します。 

※ PPPoE サービス 名 
(オプション） 

プ□バイダよりサービス名および IP アドレスを入力するよう 
に指示がある場合にだけ、サービス名または IP アドレスを入 
力します。それ以外の場合にこの項目を入力するとトラブル 
の原因にないます。 

※割り当てられた IP 
アドレス(オプション） 


※つアカウント等の名称はプ□バイダによって異なります。例えば、アカウントはユーザ 
名や ID などと表記されている場合があります。 

※2この項目の設定が必要な場合は、の設1^1ボタンをクリックします。 
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7.インターネットへ接続する 


B 1 設定が終わり rwi ポタンをクリックすると、「保存しました。変更は再起動後 
に有効になります。」と表示されます。 


I 再起動 I ボタンをクリックします。 


1 ►最大アイドル時間 |3〇〇 |秒□自動)再招続 





クツク^! 

I | 保存11キゃンセル||その他の設定>> 11ヘルプ11再起動) 1 ¢ - 



WA 再起動を確認するメッセージが表示されまので、ポタンをクリックします。 



ク ij ック 


本製品のシステムが再起動し、しばらくするとぐンステム状態〉画面が表示され 
ます。 


これでブロードバンド接続に関する基本設定は完了です。インターネットに接続 
できるかを確認します。次ページの「インターネットに接続する」へ進みます。 
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7. インターネットへ接続する 


インタ _ ネツトに接続する 


設定が終わればインターネットに接続できるかをテストします。 


Internet Explorer などの Web ブラウザを起動します。 


任意のホームページアドレスを入力し、キーポードの | EnteF] キーを押します。 



♦ http :// www . elecom . co.jp を入力した場合 


※画面例の表示内容は更新により、変更されることがあります。 



接続できなかったとき 

WAN の種類での PPPoE 接続および動的 IP アドレスを選択している場合は、設定 
ユーティリティの「システム状態」の r ^ i ボタンをクリックしてみてくださ 
い。「接続時間」が表示されたらもう一度、任意のホームページアドレスなどを入 
力して表示されるか確認してください。 


目的のホームページが表示されれば設定は完了です。正常に表示されない場合は、 
54ページ「10.こんなときは」をお読みください。 


他の詳細な設定項目については、次ページ「8.設定画面のリファレンス」を 
お読みください。プリントサーバ機能の設定については、49ページ「9.プリ 
ントサーバ機能を使う」をお読みください。 
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|伊 


本製品には、基本設定以外にさまざまな拡張機能があります。ここでは、拡張機 
能の設定画面の内容について機能単位で説明します。 


システム状態 


本製品のシステム状態を表示します。 「更新1 ボタンをクリックすると、内容を最 
新の状態に更新します。 


メインメニュー シス テム状態 丨 

(R1.94d〉 



[□ゥ.ァゥト I 


ペリレブ| fs|f) 画面表示 B き間： 2002年4月15日18:2053 


IP アドレス 

WAN 側の現在の IP アドレスを表示します。サイドノ ー トに 
は、接続タイプが表示されます。 

サブネットマスク 

WAN 側の各アドレスを表示します。 

ゲートウェイ 

ドメインネームサーバ 

プリンタ 

接続したプリンタの状態を表示します。準備ができていると 
きは、「レディ」と表示されます。| 削除 |ボタンが表示され 
ているときは、印刷ジョブを削除することができます。 


•接続タイプによって表示される項目 


接続時間 

( PPPoE 接続の場合） 

インターネットへの接続している経過時間を表示します。ボ 
タンの内容については、画面の| ヘルプ |ボタンをクリック 
してください。 

残りリース時間 
(動的 IP アドレスの場合） 

残りのリース時間を表示します。ボタンの内容については、 
画面の| ヘルプ |ボタンをクリックしてください。 
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8. 設定画面のリファレンス 


管理者設定 


本製品の管理者に関する設定をします。 



•管理者のパスワード変更 

第三者に設定を変更されないようにパスワードを設定します。初期値は 「 admin 」 
ですが、不特定多数の人がコンピュータを利用するような環境では、必ずパス 
ワードを定期的に変更するようにしてください。 



パスワードを変更するには ••• 

現在のパスワードを入力し、新しいパスワードを2回入力します。入力したら 
I 0 K |ボタンをクリックします。| クリア |ボタンをクリックすると入力した内容 
がクリアされます。 


•その他の情報とコマンド 

現在のファームウエアのバージョンと WAN 側ポートの MAC アドレスを表示し 
ます。 


•各ポタンの説明 


変更※ 

WAN 側の MAC アドレスを変更したい場合に、新しい MAC アドレ 
スを入力したあとで、このボタンをク U ックします。 

複製する※ 

プ□バイダによってはインターネットに接続しているコンピュータ 
を管理するために、このクライアント(コンピュータ)の MAC アドレ 
スを知らせなければならないことがあります。そのような場合にこ 
のボタンを押すと、このコンピュータの MAC アドレスが WAN ポー 
卜の MAC アドレスとして設定されます。 
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8. 設定画面のリファレンス 


□グを見る 

本製品の使用状態を保存したログを見ることができます。 

再起動 

設定を変更した場合などに、その内容を有効にするために本製品を 
再起動します。 

バックアップ設定 

現在の設定内容をファイルに保存します。詳しくは、このあとの 
「バックアップ設定」をお読みください。 

初期設定に戻す 

本製品に記憶された設定内容を工場出荷時の初期値に戻します。変 
更した内容はすべて初期値に戻ります。 

ファームウエア 
更新 

本製品の機能向上のためにファームウェアがノ（ージョンアップされ 
ることがあります。ファームウェアをバージョンアップすることで 
最新の機能を利用できたり、動作が安定します。更新の方法につい 
ては、47ページ「ファームウェアを更新する」をお読みください。 


※"△〇アドレスを変更または複製すると、| 元に戻す] ボタンが表示されます。変更/複製前 
の MAC アドレスに戻すときは、このポタンをクリックします。 


•バックアップ設定 

現在の設定内容をファイルとして保存することができます。 MAC アドレスフィル 
タリングなどの各機能を設定しているときは、設定内容を保存しておくことをお 
勧めします。 


① ボタンを押すと〈ファイルのダウン□ー ド〉画面が表示されます。 

② 「このファイルをディスクに保存する」を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックし 
ます。 

③ 〈名前を付けて保存〉画面が表示されますので、場所とファイル名を指定して 
厂保#1 ボタンをクリックします。拡張子は 「 bin 」 にしておきます。 

岭これで保存は完了です。保存したファイルを読み込む場合は、ファームウエア 
の更新機能を使用します。方法については47ページをお読みください。 


基本設定 


接続タイプに合わせた基本設定の内容が表示されます。内容については、それぞ 
れのページを参照してください。 

静的 IP アドレス岭30ページ手順¢21へ 
動的 IP アドレス岭31ページ手順03へ 
PPPoE 接続岭32ぺージ手順 ® へ 
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8. 設定画面のリファレンス 


DHCP サーバ 


インターネットに接続するには、 TCP / IP プ□トコルが必要です。 TCP / IP を使用 
するには、接続するクライアント(コンピュータ)を区別するために、ひとつひと 
つ異なった IP アドレスを割り当てる必要があります。クライアントの台数が多い 
ネットワークでは、手動で IP アドレスを割り当てると手間がかかります 。 DHCP 
サーバ'機能を利用すると、ネットワーク上のクライアントに対して自動的に IP ア 
ドレスを重ならないように割り当てることができます。特に無効にするように指 
示がない限り、有効に設定してください。 


音理者用 

メインメニュー 



► DHCP サーバ機能 

► IP プール閉姶ァドレス 

► IP プール終了アドレス 
► ドメイン名 


DHCP サーバ 


〇無効©有効 

网 
11991 


[ 


L [呆存|しキゃンセ儿 n i ~その他の設定〉〉 j [} クライアントリスト 

nw 定のマツピンク 


このボタンをクリックするとオプシヨン設定が表示されます。 


► ゲートウェイ 

10.0.0.0 

|讨ゴシ 3 ン〉 

► プライマリ DNStt ■—パ 

10.0 .0.0 

1¢!■ゴシ g ン〉 

► せカンダリ DNS サーバ 

10.0 .0.0 

1讨ゴシヨン〉 

► プライマリ WINS サーバ 

10.0 .0.0 

1¢!■ゴシ g ン） 

► せカンダリ WINS サーバ 

10.0 .0.0 

1讨プシヨン〉 



設定を変更した場合は ••• 

rwi ボタンをクリックしてください 。 I 再起動 I ボタンが表示されますので、 
「 DHCP サーバ機能」以外の項目を変更した場合は、 |再起動 |ボタンをクリック 
して再起動してください。 


• DHCP サーバ機能 

DHCP サーバの有効/無効を設定します。通常は「有効」にします。 IP アドレス 
を手動で割り当てる必要がある場合やネットワーク上に別に DHCP サーバがある 
場合は「無効」に設定します。 

• IP プール開始アドレス/ IP プール終了アドレス 

DHCP サーバ機能を利用する場合、 DHCP サーバがクライアントに自動的に割り 
付ける IP アドレスの範囲を指定します。開始アドレス〜終了アドレスの範囲でク 
ライアントに IP アドレスが自動的に割り当てられます。 
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8. 設定画面のリファレンス 


癱ドメイン名 

この項目はオプション設定です。プ□バイダよりドメイン名を入力するように指 
示がある場合に設定します。ここに設定された内容はクライアントに転送され 
ます。 


•その他の設定 

この項目はオプション設定です。プ□バイダよりゲートウェイ、 DNS サーバ、 
WINS サーバを入力するように指示がある場合に設定します。 


• | クライアントリスト1 ポタン 

本製品の DHCP サーバ機能が管理しているクライアントの現在の IP アドレス、ホ 
スト名、 MAC アドレスを表示します。 



• | 固定マッピング1 ポタン 

クライアントの IP アドレスを固定したい場合に使用します。詳しくは42ページ 
「 MAC アドレスフィルタリング」をお読みください。 


ポ _ トフォワ _ デイング 


ポートフォワーディング機能は、 LAN 上にあるクライアント（コンピュータ)を 
インタ— ネットサービスに開放することができる機能です。通常 NAT 変換を利用 
するルータでは、 WAN 側(インターネット側)から LAN 上のクライアントにアク 
セスすることはできませんが、バーチャルサーバ機能を利用すると本製品の 
WAN 側に対する接続要求を LAN 側の特定のクライアントに転送することができ 
ます。 

インターネットではサービスごとに接続ポートが決められているので、あらかじ 
め各サービス(ポート)に接続するクライアントを登録しておくことで、 WAN 側に 
接続要求があった場合に、ポートに対応したクライアントに転送することができ 
ます。 



設定を変更した場合は ••• 

rwi ボタンをクリックしてください 。 I 再起動 I ボタンが表示されますので、 
L 再起動 I ボタンをクリックして再起動してください。 
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8. 設定画面のリファレンス 


インターネットサービスの ポー ト番号を指定します。 

手動入力のほか「テンプレート機能」を利用できます(下記参照)。 



管理者用 

メインメニュー 


MMM 


クライアントとなるコンピュータの 
IP アドレスを指定します。 


ポートフォワーディング」 


[ロヴァゥト] 


192.16 8.1 . [2011 0 一 

192.16 8.1 . [201 | M 

192.16 ai .[2021 |01 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 
n 
□ 



一般的なサービス L ~ 退択- 


[^|l ID へコピー )lD — v 


||保存1丨キャンセル I [ ヘルプ 1 


サービスの有効/無効を設定します。 


テンプレート機能 


•テンプレート機能の使い方(リストにないサービスには利用できません) 

① リストからサービスを選択します。 

② サービスを割り当てるクライアントの ID 番号をリストから選択します。 

③ | ID へコピー |ボタンをクリックします。 

※この方法で設定すると、そのサービスが自動的に有効になりますのでご注意ください。 
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8. 設定画面のリファレンス 


特殊アブ 1 J ケーシ 


インターネットゲーム、ビデオ会議、インターネット電話などのアプリケーション 
では、特定のポートへの接続を要求することがあります。通常 NAT 変換を利用す 
るルータでは、 WAN 側（インターネット側）から LAN 上のクライアント（コン 
ピュータ)にアクセスすることはできませんが、特殊 AP 機能を利用するとアクセ 
スすることができます。 DMZ 機能との違いは、指定したクライアントを WAN 側 
に全面開放するのではなく、あくまでも指定された特定のポートだけを開放する 
ため、指定外のポートへのアクセス要求は拒否することができる点です。なお、 
ポートが開放されるクライアントは、最初に対象となるアプリケーションを起動 
したクライアントだけです。なお、ポートが開放されるクライアントは、対象と 
なるアプリケーションを最初に起動したクライアントだけです。 



設定を変更した場合は ••• 

rwi ボタンをクリックしてください 。 I 再起動 I ボタンが表示されますので、 
L 再起動 I ボタンをクリックして再起動してください。 


使用するアプリケーシヨンが発行 
するアウトバウンドポート番号を 
指定します。手動入力のほか 
「テンプレート機能」を利用でき 


トリガーバケツトが検出されると開放する 
ポート番号を指定します。連続したポート 
番号は「-」で指定することができます。 
「テンプレート機能」では自動的に入力さ 



•テンプレート機能の使い方(リストにあるアプリケーションで使用可能) 

① リストからアプリケーションを選択します。 

② アプリケーションを登録する〇番号をリストから選択します。 

③ | ID へコピー |ボタンをクリックします。 


※この方法で設定すると、設定が自動的に有効になりますのでご注意ください。 
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8. 設定画面のリファレンス 


MAC アドレスフイルタリング 


本製品の MAC アドレスフイルタリングを使うと、クライアント(コンピュータ)が 
利用できる本製品の機能を制限できます。この機能ではクライアントの持つ MAC 
アドレスを登録するだけでなく、 MAC アドレスと IP アドレスを関連付けて、クラ 
イアントの IP アドレスを固定することもできます。 


ME^O 


設定を変更した場合は ••• 

rwi ボタンをクリックしてください 。 I 再起動 I ボタンが表示されますので、 
l 再起動 I ボタンをクリックして再起動してください。 


MAC アドレスフイルタリングの設定 


管理者用 

メイン メニュー 

(R1.94d> 

MAC アドレスフイルタリング| 





1 ] 涓 メガ 


► 有線 LAN イン；フェイス 

0有効 



コントロールテ'-プルの r コネクション j の頂目1こチェックを入 
れること1こより、そのクライアント1 S 本■器へのアクセスが可能 
になります。 





「コネクション J の項目にチェックを入れな！„1場合、有線 LAN ク 
ライアントとの通信しかできません。 





コントロールテーゴル1こ登綠されていな L 、クライアントからのア 

クセスを1拒否 v 


• MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドレスフィルタリング機能の有効/無効を指定します。チェックすると有 
効になります。 

•有線 LAN インターフェイス 

チェックすると有効になります。この設定を有効にすると、コント□—ルテーブ 
ルに登録されたクライアントに対して、「コネクション」の設定状態が反映され 
るようになります。また、コント□—ルテーブルに登録されていない有線 LAN の 
クライアントから本製品へのアクセスについて許可/拒否を選択できます。 
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8. 設定画面のリファレンス 


コントロールテープル 


クライアントの MAC アドレスと IP アドレスを関連付けます。これにより、クライ 
アントの IP アドレスは固定されます。 MAC アドレスだけを入力し、 IP アドレスを 
入力しなかった場合は、 MAC アドレスだけでフィルタリングをおこないます。 
「コネクション」のチェックボックスをチェックする、しないで本製品の利用で 
きる機能は下表のようになります。1ページに付き4つの ID がリストされます。 


•コネクシヨンの状態による利用制限 


コネクション—チェックする 

すべての機能を利用できます。※ 

コネクション — チェックしない 

有線 LAN クライアントとの接続だけ許可されます。 


※すべての機能とは、インターネットへのアクセス、プリントサーバの利用、有線 LAN クラ 
イアントとの接続です。 


r - クライアントの MAC アドレスを指定します。テンプレート機能 
を使って MAC アドレスと IP アドレスを選択します(下記参照)。 
手動で入力することもできます。 


r - テンプレートを使うと自動的に登録され 
ます。 

i — 各クライアントの 
接続状態を設定します。 


[00-90-FE-1A-0CI 




192.1613.1.1〇〇 

192.168.1. |_ 

192.168.1. 

192.168.1. |_ 


0 

□ 

□ 

□ 


!クライアント I 


BD： 192.168 .1.1 73 (kyoto-win) Vj|；| ID 茂'- I n>[2 v | 


； l 前®ページに戻る II )欠®ベージに進む11保^] I キャンセル] I ヘルプ1 


テン プレート 機能 


ページを移動します。 


•テンプレート機能の使い方 

① リストからクライアントを選択します。 

② クライアントを登録する ID 番号をリストから選択します。 

③ | ID へコピー | ボタンをクリックします。 IP アドレスが自動的に登録されます。 
※この方法で設定すると、その サー ビスが自動的に有効になりますのでご注意ください。 


MEMO 


本製品に接続しているすべてのクライアントの MAC アドレスと IP アドレスは、 
〈 DHCP サーバ〉画面の| クライアント ボタンをクリックすることで一覧 
で見ることができます。 
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8. 設定画面のリファレンス 


アクセス制御 


ユーザ (クライアント)をグループ分けし、グループごとにアクセスできる ポー ト 
を制限することで、グループごとのアクセス権限を設定することができます。ク 
ライアントの IP アドレスを登録することでグループを設定できます。次にグルー 
プごとにポート番号を登録し、そのポートへのアクセスの許可または拒否を設定 
します。これにより、各グループは登録されたポートへのアクセスが許可または 
拒否されます。グループは3つまで設定できます。グループに含まれないクライ 
アントはデフォルトグループとして、3つのグループとは別に登録した ポー トへ 
のアクセスの許可または拒否を設定できます。 

IP アドレスの固定について 

アクセス制御ではクライアントを IP アドレスによって指定します。 DNS サーバ機 
能を使っていると IP アドレスが動的に割り当てられるため、指定した IP アドレス 
が意図するクライアントと異なってしまう可能性があります。また、クライアン 
卜が意図的に IP アドレスを変更することも考えられます。画面下の| MAC レベル | 
ボタンをクリックすると 〈 MAC アドレスフィルタリング〉画面が表示されます。 
MAC アドレスフィルタリングの「コント□—ルテーブル」を使うとクライアント 
の MAC アドレスと IP アドレスを関連付けることで、クライアントと IP アドレスを 
固定することができます。 



設定を変更した場合は ••• 

[^1 ボタンをクリックしてください。 


44 


8. 設定画面のリファレンス 


設定したポートに対するアクセスの許可/拒否を設定します。 



連続したポート番号は「-」で指定することができます。 
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8. 設定画面のリファレンス 


その他の項目 


音理者用 

メイン メニュー 


その他の項目 



17#存I丨キ v ンセル]〔ヘルブ| 


► DMZ ホスト IP アドレス 

192.16 ai^] 

□ 

► リモート管理者ホスト 

10.0.0.0 

□ 

► 管理者タイムアウト 

16001秒 (DI こ設定すると無効1こな 1 J ます） 


► WANffl から PING を受け付けない 

□ 

► 3嗎準 FTP ボート 

口 



M 费 


設定を変更した場合は ••• 

rwi ボタンをクリックしてください。 I再起動I ボタンが表示されますので、 
►(青) マークが 付いている項目を変更した場合は、 | 再起動 | ボタンをクリックして 
再起動してください。 


• DMZ ホスト IP アドレス 

WAN 側に開放したいコンピュータの IP アドレスを指定します。チェックボック 
スをチェックすると、指定した IP アドレスが DMZ ホストとして WAN 側に開放さ 
れます。 


MEMO 


DMZ 機能とは •• • 

通常 NAT 変換を利用するルータでは、 WAN 側(インターネット側)から LAN 上の 
コンピュータにアクセスすることはできないため、インターネットゲームなどを 
利用することができません。 DMZ 機能を利用すると指定したクライアント(コン 
ピュータ)への WAN 側からのアクセスを許可するのでインターネットゲームなど 
を楽しむことができます。 


|1この機能を有効にすると、指定した IP アドレスを持つクライアントは、 WAN 側 
；|0 から自由にアクセスできるようになるため、不正侵入されやすくなります。こ 
^の機能を利用するときはファイヤウォールなどのセキュリティを十分に注意し 
てください。 


•リモート管理者ホスト 

インタ— ネット側から本製品の設定 ユーティリティに アクセスしたい 場合に 
WAN 側から接続するコンピュータの IP アドレスを設定します。なお、 LAN 上で 
□グインしているクライアントがあると接続できません。 



リモート管理者ホストを有効にすると、 Web サーバポート番号は88になります。 
クライアントから本製品にアクセスしても設定ユーティリティが表示されない 
場合は、 IP アドレスのあとに「;88」と入力してください。 
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8. 設定画面のリファレンス 


•管理者タイムアウト 

タイムアウトする時間を設定します。設定時間を過ぎると自動的にタイムアウト 
し、設定ユーティリティを使用するには再度□グインする必要があります。「0」 
を入力するとタイムアウトしません。 


• WAN 側から PING を受け付けない 

チェックボックスをチェックすると、 WAN 側からの PING を受け付けなくなり 
ます。 


•非標準 FTP ポート 

FTP ポート番号は標準では21ですが、別のポート番号を使用するときに指定し 
ます。再起動すると設定は無効(〇)になります。 


ファームウヱアを更新する 


ファームウェアを更新すると本製品の機能が向上したり、動作が安定したりします。 
ファームウェアが更新されると弊社ホームぺージ ( http :// www . elecom . co . jp ) に 
アップデータが掲載されますので、定期的に弊社ホームページをご覧ください。 


WM 弊社ホームページなどからアップデータをダウン□ー ドしておきます。 


WM 本製品の設定ユーティリティを表示し、□グイン後に| 管理者設定 |ポタンをク 
リックします。 

• 画面の表示方法については、27ページをお読みください。 

• 〈管理者設定〉画面が表示されます。 


| ファームウェア_ ポタンをクリックします。 


WM 〈ファームウェア更新〉画面で rwi ポタンをクリックします。 


メイン メニュー フ アーム ウェア更新 



ウ^は圆です。更新にはおよそ動かります。腳正常に終了 
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8. 設定画面のリファレンス 


U アップデータのある場所とアップデータを選択し、33ポタンをクリックし 
ます。 



クリック 


^9 rwi ポタンをクリックします。 



-更新作業が始まります。 


注!意更新中は安全のために、誦こ他の操作はしなし、でくださし、。 


WM 「正常に更新されました」と表示され、そのままぐンステム状態〉画面に戻ります。 
これでファームウェアの更新は完了です。 


48 


I 少 


■ 


リントサーバ機能を利用する 


本製品のプリンタポートにプリンタを接続すると、ネットワーク上の各クライ 
アント（コンピュータ）からネットワーク経由で印刷できるようになります。 
Microsoft ネットワーク共有サービスによる「プリンタ共有」ではプリンタを接 
続したコンピュータを起動しておく必要がありますが、プリントサーノ（機能では 
そのようなわずらわしさもありません。プリントサーバ機能は Windows XP / 
Me /98/2000 /NT 4.0 でご使用いただけます。 


癱本製品とプリンタの接続方法 


プリンタ 


本製品 



w B wML : -jH 


本製品とプリンタのプリンタポートをプ 
リンタケーブル(セント□ニクス36ピン 
コネクタ)で接続します。 


ソフトウェアをインストールする 


WM 付録の CD - ROM をドライブに入れます。自動的にメニュー画面が表示されます。 

-メニュー画面が表示されない場合は、 CD - ROM の内容を開き、 rlnstall (. exe )」 
をダブルクリックします。 

| プリントサーバソフトウェアのインス I ^一 )171 ポタンをクリックします。 



ク ij ック 
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9. プリントサーバ機能を利用する 


WM 〈 Welcome 〉 画面が表示されますので p ^ l ボタンをクリックします。 

WM インス!-ール先を指定します。通常はそのまま変更する必要はありませんので、 
I Next j ポタンをクリックします。 



インス!-ール先を変更した 
い場合は、ここをクリック 
してインス I -ール先を指定 
します。 


ク ij ック 


W*M 〈Setup Complete ) 画面が表示されますので| Finish |ポタンをクリックし 
ます。 


〈 reboot 〉 画面が表示されます。この機能を使用するには再起動する必要があり 
ますので 「 Yes ， 丨 want to restart my computer now .」 を選択し、 「0 K | ポ 
タンをクリックします。 



| 〇 make broadband router worKable for you, please rememoer 
reboolingyour computer... 

令ここを選択 J 

1 

Ives, i want to restart my computer now .： ^ - 

C No, 1 will restart my computer later. 

- ^ クリック J 

I OK ◄*- 


1 / 


これでプリントサーバ用のソフトウェアはインストールされました。同じように 
各クライアントに、このソフトウェアをインス!ルし、このあとの「プリンタ 
の設定をする」へ進みます。 
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9. プリントサーバ機能を利用する 


プリンタの設定をする 


ここでは 、 Windows XP の画面を使用しています 。 Windows Me /98 では画面 
構成は異なる部分がありますが同じ手順で設定できます。 



Windows 2000 /NT 4.0 での設定 

この説明を参考に、印刷先のポートで 「 PRT:Print Server 」 を選択してください。 


WM プリンタを使用するクライアント（コンピュータ）に、あらかじめプリントサーバ 
用ソフトウェアとプリンタのドライバをインストールしておきます。 

•プリントサーバ用ソフトウェアのインス!ル方法は、49ページ「ソフト 
ウェアをインス!ルする」をお読みください。 

• プリンタドライバのインス I ル方法はプリンタのマニュアルをお読みくだ 
さい0 


WM Windows XP では[スタート] — [設定] — [コント□ールパネル] — [プリンタとそ 
の他の八ードウエア]—[プリンタと FAX ] を選択します。 

• Windows Me /98 では[スタートト[設定卜[プリンタ]を選択します。 


使用するプリンタ名にマウスのポインタを合わせて右クリックします。「プロパ 
テイ」を選択します。 


gj ブリン执 D インストール 
_印刷ジョブの表示 
g ) 印刷設定の逞択 
@印刷の一 B 射亭止 
ぬこ®ブリン如)共有 
g このブリン知名前変更 
このプリンタの則除 
‘ぶブリン⑽プ□パティ©設定 


: . B 


一 B 寺停止 


共有 ( U 〉... 

ブリン拽オフラインで•使用する⑪ 


ショートカットの作成© 

mm 

名前の変更 ( M ) 


• ここでは、例としてプリンタに EPSON LP -1 70 OS を接続しています。 


51 


























































9. プリントサーバ機能を利用する 


■遍 Windows XP では【ポート】タブを選択します 。 Windows Me /98 では【詳細】 
タブを選択します。 



ク ij ック 


♦Windows Me /98 の場合 



ク ij ック 


• 表示されるタブの数や種類はプリンタの機種によって変化します。 


151 Windows XP では「印刷するポート」の 「 PRT : PRINT Sever 」 を選択します。 
Windows Me /98 では「印刷先のポート」のプルダウンメニューを開き、 
「 PRT : (PRINT Sever )] を選択します。 



ここを選択〕 


♦Windows Me /98 の場合 

全般詳細丨共有丨基本設定丨レイアウト | 才 — ハしレイ丨琛境設定丨ユ — ティリティ | 
EPSON LP-1700S 


ユ JjsJ 


印刷先のポ - 卜 ®: 



ここを選択 j 
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9. プリントサーバ機能を利用する 


プリンタのプ□パテイの| OK ] ボタンをクリックします。 

• 〈プリンタ〉画面を閉じます。 


ワープロソフトや Web ブラウザなどで適当な内容を表示し、印刷機能を選択します。 


「プリンタの選択」または「プリンタ名」に、本製品に接続されたプリンタの名 
称が表示されていることを確認してテスト印刷を実行します。 



プリンタ名を確認 


♦Windows Me /98 の場合 



プリンタ名を確認 


• 用紙設定等は擐境に合わせて設定してください。 


設定が正しければ画面に表示されていたページが印刷されます。 


これでプリントサーバ機能が利用できるようになりました。各クライアントで同 
じように設定してください。 
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こんなときは 




LujibbMi 


インターネットに接続できない 


•インターネットへ接続するための契約などはすべて完了しています 
か？屋内への回線引き込み工事およびモデムの準備は完了していま 
すか？ 

岭すべての契約と工事が完了していないと、本製品のセットアップが終わっても 
インタ—ネッ トに接続することはできません。 

•本製品およびモデムの電源は入っていますか？ 

岭電源コードまたは AC アダプタが正しく接続されているか確かめてください。 

AC アダプタは各製品に付属のものをお使いください。 

•本製品の M 1ランプは1秒間隔で点滅していますか？ 

岭常時点灯していたり、不規則な点滅をしている場合は、本製品をリセットして 
ください。リセットの方法は57ページの「リセットの方法」をお読みください。 

癱モデムと WAN 側の回線は正しく接続されていますか？ 

岭モデムの LED ランプなどを確認してください。詳しくはモデムのマニュアルを 
お読みください。 

•モデム〜本製品間はイーサネットケーブルで正しく接続されています 
か？ リンクは確立していますか？ 

岭イーサネットケーブルが正しく接続されていても、ストレート/クロスの変換 
が必要な場合があります。本製品の WAN ランプが点灯していない場合は、モ 
デム側でストレート/クロスの切替スイッチを切り替えるなどしてください。 

•各コンピュータ（クライアント）と本製品はイーサネットケーブルで正 
しく接続されていますか？リンクは確立していますか？ 

岭コンピュータを起動して本製品の各ポートの Link/Act ランプが点灯しているか 
を確認してください。点灯していない場合はケーブルの接触不良や断線などが 
考えられます。 

•クライアント（コンピュータ）に TCP/IP プロトコルが設定されていま 
すか？ IP アドレスは自動取得になっていますか？ 

岭クライアント側のネットワーク設定が正しくないとインターネットに接続でき 
ません。プロトコルに TCP/IP が設定されているかを確認してください片 78 
ぺージ参照)。 ただし、ネットワーク管理者が存在するネットワークの場合は管 
理者に確認してください。 


10. こんなときは 


•クライアント（コンピュータ)の Web ブラウザのアドレスに、本製品の 
LAN 側の IP アドレス(初期値は 192.1 68.1.254) を入力すると、設 
定ユーティリティの〈□グイン〉画面が表示されますか？ 

岭〈□グイン〉画面が表示される場合は、クライアント〜本製品間は正常につな 
がっています。表示されない場合は、ケーブルの問題またはコンピュータ側の 
ネットワーク設定の問題が考えられます。また、クライアント側の ip アドレス 
などが正常に取得されていないことが考えられます 。 Windows Me /98 の場 
合は、コンピュータの[スタート]—[ファイル名を指定して実行]で 「 winipcfg 」 
と入力し、そのクライアントの IP アドレスやサブネットマスクなどの情報を確 
認してください。これらの情報が正しくない場合は「すべて書き換え」を選択 
し、再取得してください。詳しくは次ページの 「 IP アドレス等がわからない」 
をお読みください 。 Windows XP /2000 /NT 4.0 ではコマンドプロンプトで 
ripe ◦门 fig 」 を実します0 

•プ□バイダの接続タイプと、基本設定で選択した接続の種類が一致し 
ていますか？ 

岭接続の種類が異なると正しく接続できません。接続の種類がわからない場合は、 
本製品の接続タイプを説明し、どのタイプが該当するかをプロバイダにお尋ね 
ください。 

•基本設定の設定内容は正しいですか？ 

■►各項目の入力項目が正しいかを確認してください。特にパスワードは表示され 
ないため、入カミスがあってもわかりませんのでご注意ください。 

•ネットワーク設定などを変更していませんか？ 

岭 IP アドレスの変更などが関係する設定を変更している場合は、各クライアント 
(コンピュータ)の IP アドレス等を書き換える必要があります。次ページの 「IP 
アドレス等がわからない」をお読みください。 
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10. こんなときは 


■ P アドレス等がわからない 


Windows Me /98 でクライアント(コンピュータ)の IP アドレスがわからない場合 
は、次の手順で調べてください。 


①[スタート]メニューから[ファイル名を指定して実行]を選択します。 


②「名前」に 「 winipcfg 」 と入力し、 [OK I ボタンをクリックします。 



memo Windows XP / 2000 /NT 4.0 ではコマンドプロンプトで 「 ipconfig 」 を実行し 
^ てください。 


③ 〈 IP 設定〉画面が表示されます。終了するときは、画面右上の上 J をクリック 
します。 



•もし、 IP アドレス、サブネットマスクなどが正常に取得できていないようであ 
れば、| すべて書き換え"！ ボタンをクリックします。 

• ip アドレス自体が取得できない場合は、クライアントが正常にネットワークに 
接続されていないか、本製品の DHCP サーバ機能が「使用しない」に設定され 
ているなどが原因として考えられます。 
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10. こんなときは 


設定がわからなくなつてしまつた 


次の手順で本製品を工場出荷時の初期状態に戻します。 

•リセットの方法 

① 本製品の電源を切っておきます。 

② シャープペンシルの先などでリセ ッ トボタンを押しながら、本製品の電源 
ジャックに DC プラグを差し込んで電源を入れます。 

③ リセットボタンからペン先などを離します。 Ml ランプが高速で点滅します。 

④ LD - BBR 4 M 2 の場合は、すぐにイニシャライズが始まります。 

LD - BBR 4 L 2 の場合は、いったん本製品の電源ジャックから DC プラグを抜い 
たあと、もう一度差し込むと、イニシャライズが始まります。 

⑤ しばらくすると Ml ランプだけが1秒間隔で点滅するようになり、リセットが完 
了します。 
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電話番号 

東 

京： 

03-3940-6000 

名古屋： 

052-453-6000 

札 

幌： 

01 1-210-6000 

広 

島： 

082-223-6000 


1 1¥~ 


トサービスについて 


Luna^d 


ラニー ド製品のサボートサービスについては、下記のブ □ー ドバンド ルータ 専用 
サボートへお電話または FAX でご連絡ください。サボート情報、製品情報に関し 
ては、 FAX 情報、インターネットでも提供しております。なお、サボートサービ 
スを受けるためには、必ずユーザ登録をおこなってください。 


•ラニー ド • ブロー ドバンドルータ専用 サボー ト 


TEL : 03-5798-7900 FAX : 03-3444-8205 


受付時間： 9:00〜12:0013:00〜1 9:00( 年中無休） 

※上記の電話番号は、ブ□ー ドバンドルータ専用です。 

•インターネット 

http :// www . elecom . co.jp 

• FAX 情報 サービス 

最寄りのサービス情報 BOX センターにお電話ください。 

ガイダンスに従って取り出したい情報の BOX 番号を指示してくださし)。 

メインメニュー BOX 番号(提供している情報の一覧が FAX されます） 

固固回國回回 


籲修理の依頼 

本製品が故障した場合には、故障した製品と保証書に、故障状況を記入したもの 
を添えてご連絡ください。 

保証期間内 

まずは、上記のブロードバンドルータ専用サボートまで電話または FAX でご連絡 
ください。 


〇 〇 〇 
〇 〇 〇 
〇 〇 〇 
6 6 6 
5-P-8- 

5 8 6 
4 4 2 
-62-P- 

6 9 2 
〇 〇 〇 

阪岡台 


大福仙 
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11. サボートサービスについて 


保証期間外 

東京都八王子市子安町 3-5-2 セキエレクト□ニクス株式会社内 
エレコム修理センター 

電話番号 0426 -31-0271 FAX 番号0426 -31-0272 
受付時間月曜日〜金曜日9:00〜12:00 13:00〜17:00 

(ただし、祝祭日および夏期 • 年末年始特定休業日は除く） 
※ド众乂による受信は24時間おこなっております。 


•サボートセンターへお電話される前に 

サボートセンターにお電話される前に次の事項を確認してください。 

• このマニュアルの54ページ「10.こんなときは」をお読みになりましたか。ま 
だ、お読みでない場合は、お電話の前にお読みください。 

• システムを起動できる場合は、起動した状態でお電話ください。 

• 異常のある製品を取り付けたコンピュータの前から会話が可能な場合は、コン 
ピュータの前からお電話をおかけください。実際に操作しながらチェックでき 
ますので、解決しやすくなります。 

• FAX を送られる場合は、付属の別紙「トラブルシート」に、できるだけ詳しい内 
容をご記入ください。 


次のことをお調べください。 


•ネットワーク構成 

使用しているネットワークアダプタ： 

使用している 0 S : 

使用しているコンピュータ本体(メ _力_および型番)： 

ネットワークを構成するコンピュータの台数と 0 S の構成： 
ネットワークを構成するその他の関連機器 ( HUB 、 ルータ等）： 

#具体的な現象に ついて 

具体的な現象： 

事前にお客様が試みられた事項(あればお伝えください)： 
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基本仕様 








商品名 

無線ブロードバンドルータ 

製品型番 

LD-BBR4M2 

LD-BBR4L2 

WAN 側 

インターフェイス 

10/1 00Mbps RJ45 ポート X 1 

LAN 側 

インターフェイス 

10/1 00Mbps RJ45 ワークステーシヨンポート x 1 

規格 

IEEE 802.3 /IEEE 802.3 u 

対応回線 

CATV インターネット接続、 xDSL 回線、 FTTH 回線 
(ただし、100 Mbps FTTH サービスは LD-BBR4M2 のみ対応） 

通信速度 

WAN 側：10/1 00Mbps、LAN 側：10/1 00Mbps 

アドレス変換方式 

NAT/IP マスカレード 

対応プロトコル 

TCP/IP 

セキュリティ 

NAT によるフアイヤウオール、パスワード管理 

電源/消費電力 

電源： DC5V(AC アダプタによる）消費電力：最大 6W 

動作温度 

◦〜55で 

動作湿度 

5〜85%(結露なきこと） 

外形寸法/重量 

幅 204X 奥行1 12X 高さ31阳阳(突起物を除く)/380吕 

付属品 

AC アダプタ、マニュアル、ユーザ登録カード、保証書 
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